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日 月 火 水 木 金 土 

 

 

１ 

学び方がんばり週間 

(５日まで) 

 

２  

アップタイム 

 

３  

フッ素洗口 

自治会別児童会 

１４：２0‐１４:50 

集団下校１5:00 

４  

読書タイム 

すこやか調べ 

 

５  

６年生を送る会 

図書最終返却日 

読書貯金〆切 

アップタイム 最終 

６ 

７ 

 

８   

詫小クリーン大作戦 

（１０日まで） 

卒業式予行準備のため 

学級下校１４：４０ 

９  

 

 

１０ 

フッ素洗口 

学級下校 14：50 

子ども会会計監査

18：30～ 

子ども会総会 

打ち合わせ 

1１ 

読書タイム 

 

１２ 

 

1３ 

 

1４ 

 

１５  

卒業式予行 

学級下校 15：30 

１６   

卒業式前日準備のため

学級下校 １４：40 

１７   

卒業証書授与式

9:00- 

学級下校 11:20 頃 

１８  

 

１９  

子ども会育成会総会

19：30～ 

ベルマーク整理 

19：30～20：30 

２０ 

 

２１ 

 

 

２２  

 

２３  

教室移動 

給食最終日 

２４ 

修了式、離任式 

下校１１：３０ 

 

２５  

 

２６   

 

２７ 

 

２８ 
 

２９ 
 

３０ 31 

 

3 学期もあとわずかとなり、子どもたちも 4 年生になるのを心待ちにしているようです。この 1 年間は、制約がある

中でどのように楽しく過ごしていけるかという日々の問題に直面してきました。我慢を強いられる場面も数多くあった

ことと思います。しかし、それらの経験からたくさんのことを学ぶこともできました。楽しいことは自分たちで見つけ

ていくこと…過去は変えられないが未来は変えられること…。前向きに生活している子どもたちの素直さに、私たちは

毎日励まされました。保護者の皆様のご協力のおかげです。この 1 年間、本当にありがとうございました。 

生活目標 

「お世話になった人に感謝の気持ちを言葉で表そう」 

 

学級役員さん、ありがとうございました！ 

松組…竹内すみれさん、田坪亜里沙さん 竹組…藤田未乃里さん、松原真由美さん 梅組…安藤さなえさん、大山加奈理さん   

 

残り少ない日々を、健康で安全に、そして楽しく過ごせるようにがんばります！ 

４月の予定  
 
６日（火）新任式、始業式   ７日（水）入学式   

 

 〇 はちまきについて 

・はちまき（松→赤・青 竹→黄・緑 梅→桃・白）を持ち帰ります。    

   洗濯、アイロンがけをし、３月 8 日（月）までに提出するようにお願いします。 

              ＊番号が見えるように 4 つ折りにしてください 

 

 

〇 学級費の現金集金について 

・800 円程度、現金で集金させていただきたいと思います。後日、封筒を持ち帰りますので 

どうぞよろしくお願いします。２学期同様、５００円硬貨を用意していただけると大変助 

かります。（２学期には、ご協力ありがとうございました。） 

 〇 服装について 

・卒業式に向けて、服装・頭髪等を計画的に整えていくことをお願いします。 

（卒業式当日は Zoom での参加ですが、半ズボン・スカート・白ソックス・標準服着用（名札を

つけて）でお願いします。なお、体調がすぐれない場合は、担任にお知らせください。） 

～いつもありがとうございます～ 

                  「９歳の壁」 

皆さんは「９歳の壁」という言葉を聞いたことがあるでしょうか。小３・小４頃に問題が増えてくる、

いわゆる子どもたちが壁にぶつかる時期ということです。この時期は、学習内容の難易度が上がり授業に

ついていけなくなる子が増えてくるだけでなく、友人関係が難しくなったり、自分と他人を比べて劣等感

をもってしまったり、反抗期が始まったりと、精神面でも問題を抱えやすい時期といわれています。 

学習面では、低学年までの具体的な思考から、中学年では抽象的な思考へと変わってきます。例えば、

算数では、１・２年生では実際に数えられるものを使って考えていたことが、大きな数や分数・小数など

の一目見て分からない数で考えるようになります。そこで、具体と抽象をつなぐことが大切になってくる

わけです。一番効果的な方法は、実物で理解させることですが、全てそうできるわけではありません。理

解にも個人差があります。そこで、個に応じた指導が必要になるのですが、十分に対応できていない現状

があり反省しています。 

精神面では、物事をいろいろな点から考えることができるようになるため、良くも悪くも比較ができる

ようになり、それが優越感や劣等感となるのです。自分を客観視できるようになってくるということで

す。そして、そんな自分を守るためにうそや悪口、陰口を言う、または問題行動を起こすこともあるよう

です。親が、肯定的だと子どもも肯定的になるそう…教師も然り…ですね。日々の言動に気を付けたいと

思います。 

さて、中学年になると学校生活にも慣れてくるので、保護者の皆さんも「もう大丈夫。」と安心して、

目と手を離してしまうことが多いのではないでしょうか。もうすぐ、子どもたちの発達にとって大切な時

期、中学年の後半である４年生を迎えます。健やかな成長を支えるために、目を離さず、そして時には手

を貸しながら、「９歳の壁」を乗り越えていきましょう。何かお困りのことがあれば、早目にご相談くだ

さい。 

「９歳の壁」は、“飛躍のチャンス”ともいわれています！ 

 


